令和2年度の取り組みについて
福岡市手をつなぐ育成会　理事長　花田敏秀
　今回は育成会の昨年度の反省と今年度の事業計画を掲載することになっていますが、まずは何と言っても新型コロナウイルスについて取り上げなければならないと思います。と言ってもこの件は毎日TVや新聞で報道されていて目新しいことはありませんが感染と隣り合わせで働いている医療従事者等に対してまずは感謝申し上げたいと思います。
当法人の福祉サービス事業所におきましては現在（この原稿をかいている時点）、行政の指導の下で「家庭での対応が可能な利用者は利用の自粛を要請しそれが難しい場合は感染予防に努めながらお預かりする」という対応をさせていただいています。この非常事態から一刻も早く抜け出して、日常が訪れることを願うばかりです。
　ところで、コロナの感染問題でこれまで私たちには耳慣れないソーシャルディスタンスという言葉が出てきました。飛沫感染を防ぐために人との距離を2メートル以上空ける、時差出勤、TV会議を導入する、3密を避ける等です。趣旨や内容はよく分かりますし感染防止のためにできるだけそうしたいのですが、問題はこの言葉は社会心理学の用語として特定の個人やグループを排除することやそのことから心や空間の距離を保つという差別観念を表す言葉として使われてきたという歴史があることです。知的障がいへの差別や偏見の解消を目指してきた団体の代表としては、本来言わんとするところの意味を的確に表す表現としてフィジカルディスタンスと変えた方が良いと思います。そもそも日本人に説明するのにわざわざ英語を使う必要もないのですが。
今回のコロナの問題で私が考えさせられたのは東京一極集中問題です。人が生きていくうえで過剰な人口密度は大きな危険要因となるということです。コロナの問題が収束して喉元過ぎれば熱さを忘れるではなく、この問題を一刻も早く真剣に議論して解決する道筋をつけない限り民族の存亡にも関わると言えば言いすぎでしょうか。
　さて前置きが長くなりましたが全国手をつなぐ育成会連合会はこの4月1日をもちまして新たに法人格を取得して「一般社団法人全国手をつなぐ育成会連合会」となりました。事業をしていくためにも法人格が必要とされるからです。活動の柱になるのは「権利擁護」とそのための「政策提言」であることは従来と何ら変わりません。当法人も正会員の一つとしてこれまでと同様に活動してまいります。
　当法人の昨年度の実績をざっくりと報告しますと雇用の場である就労事業が一部の事業で契約が取れずに減収になりました。福祉サービス事業は全体としては順調に推移しました。また、法人としましては働き方改革に合わせて（サービス業として当法人は大企業に属する）この4月1日に就業規則の一部を改正しました。なお紙幅の関係がありますので個別の事業報告につきましては各施設長より後述いたします。
　今年度の事業計画は四つの柱として第一に全国手をつなぐ育成会連合会の構成団体の一つとして福岡市における育成会活動を推進します。第二に各拠点区分の財務の健全化をなお一層図ります。第三に各施設のそれぞれの特徴を生かした福祉サービスの質の向上に努めます。第四にそのための人材の確保と育成に力を入れます。特に専門性を高めるための法人独自の研修を充実させます。また新たな取り組みとして、入所施設を地域生活支援拠点として活用できるようにするための計画を進めてまいります。
　新型コロナの影響が社会・経済活動にどういった影響を及ぼすか浅学非才の身で先を見通すことは大変難しいことです。何度か書いたかもしれませんが松尾芭蕉が残した言葉で私が好きな言葉に「不易流行」という言葉があります。変化しない、変化させてはいけない本質的なものを忘れない中にも、新しく変化を重ねているものをも取り入れていくこと。という意味なのですが、芭蕉が行った俳諧の改革が今日文化として俳句が残った所以だとされています。先輩方が苦労の末に立てられた法人の旗を次世代に渡すためにも、不透明なこの時代にこそこの言葉の意味を反芻しています。
